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第二章小関智弘の町工場巡礼記の研究一その(1)
第一節町工場に働く人々
第二項粋な旋盤工：小関智弘の横顔
〔Ａ〕小関さんの生い立ち
小関さんが書いたノンフィクション物の代表作「大森界隈職人往来』
(1981年，朝日新聞社）の冒頭には，手書きの地図が二枚載せられていま
す。いずれも，この作品の舞台になっている“大森界隈”－大森，山
王，馬込，蒲田，糀谷から矢口，六郷あたりまでを含む城南一帯一の地
理を，ごく簡略に手書きで描きあげた絵図に過ぎませんが，面白いこと
に，仕事を通じて小関さんが関係をもった10社余りの町工場や企業の名前
が，所在地ともどもすべて実名で地図に書き込まれているのです。
地図には，小関さんが旋盤工人生の後半を過ごした東亜工器の工場一
従業員20人たらずの典型的な町工場でしたが，現在は廃業したために操業
しておりません－は勿論のこと，関係をもった主な町工場の名前がきち
んと正確に書き込まれています。よく見ると，『大森界隈職人往来』に登
場する「阿久津のじいさんの家」とか「久保さんの工場」など，小関さん
が働いていた工場とは必ずしもいえないのですが，作品の中でかなり重要
な役割を演じている人物が暮らしていた住所のみならず，小関さんの「お
ふくろの家」や「現小関家」などの所在地までもが地図に記載されている
ことがわかります。
わたくしは，小関さんが若い時分に〈渡り職人〉として渡り歩いた町工
場を，一つ一つ訪ね歩いてみることによって，小関さんが歩んできた旋盤
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(注）「大森界隈職人往来」の舞台である“大森界隈"。
工人生の足跡を辿ってみたいと思って，この地図ともう一つ別の大田区の
詳しい地図を頼りにしながら，早速得意のウォーキングによって足跡調査
を開始することにしました。フィールドワーク（現地調査）と面接調査
(聞き書き）を中心にした取材こそが，社会研究の最も有力な方法あるい
は道具として役立つに違いないと，かねてからわたくしは信じておりまし
た。そうであるならばまず足で歩いて，この眼で取材対象である大森界隈
の町並みを実見しながら，小関さんが生まれ育った“大森界隈”の概況と
雰囲気をしかと“実感”しておくことが，研究の準備作業として必要であ
ろうと考えたわけです。
小関さんは，ＪＲ京浜東北線（あるいは東海道線）の大森駅から徒歩で
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15分もかからない，とても便利な所に住んでいるのですが，実際に大森駅
周辺を散策してみますと，大森駅の北側一帯を占める山王や馬込は，実に
風変わりな地形をした台地の上に拓かれたいわゆる山の手の町であること
にすぐに気づきます。わたくしは蒲田や糀谷あたりは，これまで何度も調
査で歩き廻った経験がありますので，“山王や馬込も，たぶん蒲田のよう
に平坦でかなり殺風景な準工業地帯なのであろう，，と思い込んでおりまし
た。ところが，歩いてみて直ぐIこわかったのですが，現在，山王・中央・
南馬込といった町名で呼ばれているこの地域一帯は，平らな台地を鋸の歯
のように切り刻んで複雑な地形に変形させた，山と谷とが無数に交差する
"デコポコ”台地なのです。今も土地の古老たちは，このあたりを“九十
九谷，，（つくもだに）と呼んでいますが，要するに東海道線の大森駅の北
側は，上り坂と下り坂が東西南北に複雑に交差するデコボコ台地なのであ
って，山王と馬込は，このデコボコ台地の上に形成された，交通の便のは
なはだ良くない，高級住宅街であるといえるのではないでしょうか。
小関さんが1980年代の初頭に住んでおられた「現小関家」は，地図の上
では，ＪＲ大森駅から徒歩で15分も行けば着きそうな所にあるように見え
ます。しかし，実際に大森駅を出て徒歩でそこまで辿りつくには，１５分以
上の時間を要するばかりでなく，相当に骨が折れることになるでしょう。
｢現小関家」に行くには，まず大森駅の西口を出て，大森駅の北側を走る
｢池上通り」の街道を蒲田方面に向かって下っていかねばなりませんが，
この街道からしてすでに，上り下りの急坂を連ねたような凸凹の多い通り
なのです。急坂を下りながらしばらく行くと環七（＝環状七号線）通りに
出ますが，その少し手前にあるそば屋の脇を右折し，また急な坂道をしば
らく登って行かねばなりません。間もなく再び左折して，４５度もあるかと
思われる険しい急坂を３～４分ほど登っていくと，やっと坂上の頂上にで
ることができるのです。その頂上､の狭い平地には，熊野神社の大きな社
(やしろ）がひっそりと佇んでいて，境内はこんもりと繁る森に囲まれて
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います。社と境内は，麓蒼と茂る森におおわれているために日中もほの暗
く，一日中薄日しか射しません。このあたりの風景は，日本の典型的な鎮
守の森の景観であるといってもよいでしょう。その森蔭の急斜面に，最近
建て直されたにちがいない繍栖な家が一軒，ポツンと南向きに建ってい
て，穏やかな春の陽光を浴びながら鎮守の森の静寂を楽しんでいるかのよ
うに見えるのでした。鎮守の森の周辺を農家風の民家が取り巻く風景は，
東京の郊外や下町によく見られるのですが，大森の熊野神社周辺の景観は
かなりユニークのように思われます。大森の台地は，南に東京湾を眺望す
ることができるために，江戸時代から景色の大変美しい江戸名所の一つと
して讃えられてきました。今でもよく晴れた日には，大森駅北側にある
"八景坂”から，東京湾を展望することができます。
その熊野神社に隣接した斜面に，『大森界隈職人往来」の著者である小
関さんの旧宅の「現小関家」があったわけですが，今日ただいまもそこが
小関さんのお住まいにほかなりません。大森駅を出て「現小関家」に辿り
つくまでに，何度も急な坂を上ったり下ったりしなければなりませんの
で，人は相当の有酸素ウォーキングを余儀なくされることでしょう。
小関さんは，かつて九十九谷（つくもだに）と呼ばれていた大森台地の
裾野ともいうべき大森海岸に生まれ育ちました。1933年生まれですから酉
年で，今年2004年には71歳を迎えられます。
大森海岸は，東京湾に向かって広がる海浜の平地ですので，ウォーキン
グをしていてもあまり疲れることはありません。大森海岸は東京の下町と
いってよいでしょう。小関さんは，下町の大森海岸にあった「おふくろの
家」で生まれ育ち，結婚してから後に，知識人や実業家のお屋敷が多い山
の手の山王台地に引っ越しました。そこは，小関さんの奥さまが生まれ育
った所のようですが，いずれにしろ「おふくろの家」と「現小関家」と
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は，スープ゜の冷めない距離ほでではないにしても，非常に近い所にありま
す。
大森海岸と羽田沖は，浅草海苔の養殖で江戸時代から有名な所でした。
隅田川河口の築地と同じように，多摩川の河口に位置する羽田沖や大森海
岸沖には，淡水と塩水が入り混じった良質の漁場が広がっていました。特
に羽田沖は，魚介類の宝庫と言われ，大消費都市の江戸に，“江戸前の魚”
を供給する近郊漁村として繁盛してきた所でした。日本橋や築地が“魚河
岸”として栄えてきたように，大森海岸に沿って開けた入新井（いりあら
い）町一不入斗（いりやまず）と新井宿（あらいじゆく）が一緒になっ
て入新井町（いりあらいまち）になった－も，魚河岸のある漁業の町と
して栄えてきました。勿論大森には，築地市場のような大規模な魚河岸
(＝卸売市場）はありませんでしたが，早くから東京府の水産物市場が設
置きれていました。
小関さんの父親も，父方の祖父も，入新井（いりあらい）では知らない
人がほとんどいないといわれたほど名前の通った魚屋さんでした。小関さ
んの父方の親族は，ほとんどが魚屋をやっていましたので，小関一族は，
入新井町（現在は大森北町）の魚屋さん一家であったと言っても過言では
ありません。
小関さんのお父さん，小関信吉にせきのぶよし）さんは，入新井で
"魚信，，（うおのぶ）という屋号の魚屋を開業していました。小関さんは，
江戸前の魚を獲って暮しを立ててきた漁師町の大森海岸で，祖父以来代々
魚屋をやってきた家系に生まれ育ったわけですから，生粋の“魚屋の悴
(せがれ)，，にほかなりません。ですから小関さんは，下町育ちの生粋の江
戸っ子であるといっても過言ではないのです。わたくしは，小関さんが生
涯をかけて紡ぎ出し書き残してくれた，“町工場と旋盤工の世界，，に関す
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る膨大な記録を，掘り下げて研究することによって，町工場と旋盤工の世
界に関する解釈学〔Hermaneutik〕を試みてみたいと心密かに思ってい
ます゜そのためには，まず小関さんが生まれ育った環境〔milieu（仏)〕
〔Umwelt（独)〕に注目をしなければなりません。
小関さんが母親の思い出話を書いている時には，きっと目を細めて実に
楽しそうに書いているにちがいないと想像されます。なぜなら，話題が母
親のことに及ぶと，小関さんの筆遣いが，急に柔らかくしなやかになるよ
うな印象を受けるからです。しかし父親について，小関さんはなぜか声高
に語ることを致しません。父親についてはまれにしか語らない，というわ
けでは決してありません。父親についてもかなり頻繁に言及しているので
すが，小関さんが父親について語る語り口には，なぜか暗い批判的な雰囲
気が漂っているように感じられるのです。何故なのでしょうか。
小関信吉さんは，戦争中と戦後の数年間一時的ではありましたが，魚屋
をやめて金属用鋸の目立てなどで生活を立てていました。すべての物資が
配給品になってしまう戦時統制経済の下では，消費財を扱う小売商の大半
は，商売が非常にやりにくくなってしまって，転業を余儀なくされていき
ました。魚屋や八百屋は，扱う商品の種類があまりにも多いので，配給制
には不向きな業種なのですが，昭和16年12月以降魚も配給品になってしま
いました。戦争中に“魚の配給制，，はいったいどんな風に行われていたの
でしょうか。配給量は，“－人一日魚200グラム，，以内，などと決められて
いたようです。こんな配給制の下で，魚屋商売をやっていくことは不可能
に近いのではないでしょうか。転廃業を余儀なくされた魚屋が多かったと
いわれています。
小関信吉さんも，転業を余儀なくされた魚屋ざんの一人でした。戦時中
信吉さんは，質屋をやっていた弟と共同して，古着屋を開業しますが，配
給制が古着市場にまで及ぶようになってからは，工業用鋸の目立て業一
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これも立派な軍需産業でした－という'慣れない仕事に転業することによ
って，なんとか戦時戦後の苦しい時期をしのぐことができたのでした。
(父親が，一時的であったとはいえ，金属用鋸の製造業を経営していたこ
とは，小関少年に大きな影響を与え，旋盤工への道を準備したといっても
過言ではないでしょう。）
しかし工業用鋸の目立て仕事は，戦時下で需要が急増しつつあった軍需
品の生産でしたから，この仕事は選んだことは，“大当たり”であったと
いえなくもないのです。小関信吉さんは，強制疎開のために空き家になっ
てしまっていた近所の豆腐屋の建て屋を買い取り，そこを改造して，電動
モーター付きの“近代的町工場”を立ち上げたのです。財産のすべてを投
じて，魚屋の魚信は町工場に転換したわけです。昭和20年の５月29日，新
装なった工場の創業式が，各界から来賓を集めて行われました。信吉さん
は，町工場の親父さんとして第二の人生のスタートを切ろうとしていまし
た。しかし，工場の創業式が終了して間もなくのことでした，京浜工業地
帯は大規模な空襲に襲われ，小関信吉さんの新工場はあっという間に灰に
なってしまったのです。
「五月二十九日，横浜から川崎にかけての京浜工業地帯を襲った大空
襲の余波で，わたしの家と，その小さな，試運転を終ったばかりの工場
は灰になった。その日限りで東京に対する焼夷弾爆撃は終った。大森駅
から海に向かって東に,ずうっと焼野原が延びて,わたしの家のところで
終っていた」（『大森界隈職人往来｣，６８～69頁）
戦争が終って信吉さんは，工業用鋸の製造と修理の仕事で，なんとか食
いつないでいきますが，工場と自宅の双方を戦災で失ってしまいましたの
で，昔（戦前）のように商売をやっていくことはできませんでした。トタ
ンと廃材だけで建てたバラック建てのわが家を建て直すことも，しばらく
はできませんでした。戦時中に三度も兵隊に取られ，軍隊で様々な辛い経
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験をしたこともあって，戦後の信吉さんは，ウサを酒でまぎらわさざるを
えなくなり，酒量が進んで，小関さんによると，結局父親の小関信吉さん
は，〈大酒を毎日やけ飲みして最期にはアル中で死んでしまった〉という
のです。晩年の荒れた父親のイメージばかりが，小関さんの脳裡に刻まれ
てしまったように思われます。
しかし，小関さんが生きてきた町工場と旋盤工の世界を，深い所まで掘
り下げて理解し解釈するには，魚屋“魚信，,の主人として商売に励んでい
た頃の小関信吉さんの，若々しく生き生きとした，チャキチャキの江戸っ
子の一心大助のような粋（いき）な姿を，とくと見ておく必要があるので
はなかろうか，とわたくしは考えています。それは，小関さんが到達した
く職人学＞の一つの源泉が，実は，包丁一本の魚屋家業を生きた父親の戦
前の仕事振りに対する小関さんの畏敬の念に由来しているのではないか，
と思われるフシが多々あるからなのです。信吉さんは，若くして二十歳代
で魚屋“魚信”の主人となり，店では－時若い従業員を何人も使い，商売
は相当に繁盛をしておりました。小関信吉さんは，三十歳に達する以前
に，職人としてはあまりにも早めに商売に成功し，職業的人生の絶頂期
〔primetime〕を早々と経験してしまったのです。
ところで，“魚信，，の商売がかくも繁盛をした秘密は，－体どこにあっ
たのでしょうか。秘密を解く鍵は，実はあの奇妙な地形をした大森台地に
開け始めたおしやれなく郊外型〉の田園都市の発展，とりわけ関東大震災
後に急速に進んだ大森界隈の<市街化＞にあったように思われます。
山王から馬込一体にかけて奇妙な地形をした大森台地が広がっています
が，昔はこのあたりは，大根畑の多い近郊農村に過ぎなかったといわれて
います。ところがこの奇妙な台地の山王と馬込のあたりは，地価が比較的
安かったうえに住環境が良かったせいもあって，とりわけ関東大震災以後
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人口が急増し始め，市街化が急速に進んでいきました。馬込と山王は，東
京都心に通勤するサラリーマンのためのベッドタウンとして発展を見たわ
けです。ジャーナリズム（新聞と雑誌）や放送関係の仕事に従事する知的
な職業人や，作家，詩人，美術家などが，大挙して馬込と山王に引っ越し
てきました。かくして，後に<馬込文化村〉と呼ばれるようになった芸術
家たちの一大コミュニティーが，山王と馬込に形成されたのです。
信吉さんは，急増する馬込文化村の高所得層をターゲットにしながら，
<店売り〉だけでなく，どちらかというと得意先に御用聞きに廻って注文
を取り，注文品を得意先に配達するく外売り〉に重点を置いて魚屋を始め
たのです。信吉さんのこの経営戦略は，みごとに成功して“魚信，，はたい
そう繁盛したのでした。一例を挙げて説明しておきましょう。
日本の近代ジャーナリズムの父といわれる徳冨蘇峰は，晩年，馬込に近
い山王の台地に広大な邸宅を構え，「近世日本国民史』の執筆に打ち込み
ました。蘇峰は，晩年に住んだこの大森の邸宅を，みずから〈山王草堂＞
と名づけ，ここに広い書斎を有する二階建ての母屋だけでなく，１０万冊の
蔵書で知られたく成覺堂文庫＞を収める書庫や，茶室，泊り客をもてなす
ゲストハウスなどを，次々と建てていきました。蘇峰は，貴族院議員でも
ありましたので，政財界人との付き合いも多く，蘇峰宅を訪れる政治家や
財界人は絶えることがありませんでした。すでにジャーナリズムからは引
退していましたが，民友社以来の新聞事業一〔｢国民新聞』→『都新聞』
→『東京新聞』〕－を通じて親しくなった知人や，『毎日新聞』の社賓に
なって以来親しく交際をしてきた友人など，山王草堂を訪れる賓客の数は
きわめて多く，徳富家にとって賓客の接待は非常に大変だったようです。
山王草堂を訪れる客は，夫婦同伴で宿泊を予定してくる人が多かったと
いわれています。東京の郊外に位置していたため，日帰りが難しかったこ
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とが一因をなしていたといえますが，山王と馬込の交通の便が悪かったこ
とも影響しているようです。何しろ山王草堂は，例の九十九谷（つくもだ
に）の台地の上にありましたから，大森駅から徒歩で草堂に行くのもかな
り大変だったのです。凸凹台地で道路事情が悪いために，大森駅には構内
タクシー（円タク）すらなく，循環バスも通っておりませんでした。昭和
二桁の時代に入っても，大森駅の駅前には自動車の構内タクシーが置かれ
ておらず，“人力車，，の構内タクシーのみが営業していたというのです。
これでは夜遅〈に，馬込や山王の台地から大森駅に帰ることさえも難しか
ったにちがいありません。〔因みに，小関さんの母方の祖父は，大森駅の
構内人力車の車引きでしたが，入新井村字谷熊（やぐま）に隠居してか
ら,ヤグマンキョといわれて町の人々に親しまれていたそうです｡〕
従って山王草堂は，ゲストハウスとして宿泊設備をふんだんに備えてい
ました。現在山王草堂は大田区に寄贈されて，大田区立「山王草堂記念
館』と蘇峰公園として保存されています。この記念館を訪れた際に，わた
くしは管理人から，大変興味深い話を聞くことができました。山王草堂に
はお風呂が４つもあり，客人が入る風呂と家人の入る風呂を別々にしてい
たというのです。わたくしが管理人に，“山王草堂に出入りする商人の数
はさぞかし多かったことでしょうね，，と尋ねると，管理人は“勿論多かっ
たと思います。大森駅の東口に開けた商店街あたりから，たくさんの商人
が御用聞きに廻ってきていたようです。なにしろここ九十九谷には，商店
らしい商店はまったくありませんでしたからねえ，，と答えるのでした。
蘇峰の山王草堂に出入りしていた魚屋さん，ほかならぬその魚屋さんこ
そが，小関信吉さん営む“魚信”だったのです。小関信吉さんは，売掛台
帳の表紙の上に蘇峰みずからの手で揮毫を書いてもらい，それを家宝のよ
うに大切にしていたといわれています。
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大田区立山王草堂記念館
蘇峰家の厨房仕事のうちで，魚貝類を使った料理については，お刺身は
もとより焼き魚や煮魚に至るまで，魚屋の“魚信”が一切を請け負ってい
たといわれています。ですから，魚信はただの魚屋ではありませんでし
た。むしろ魚信の本業は，お刺身，鯛の塩焼き，魚の煮つけなど，高級鮮
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魚をふんだんに使う魚料理の仕出し屋であったというべきかもしれませ
ん。魚屋は元々、八百屋のような，仕入れた商品を加工せずにただ商品と
して再販売するだけの単なる〈小売業＞ではございません。仕出しを業と
する魚屋は，どちらかといえば魚料理の調理師，すなわち‘`板前，，職人に
近い職業だったのです。
小関さんは，父親の信吉さんについて，こんなことを書いています。長
い引用文になりますが，非常に重要なことが書かれていると思われますの
で，敢えて全文引用しておくことに致します。魚屋の悴であった小関さん
は，家で母親が作ってくれた魚料理以外はまずくて手をつけることができ
なかった，と述べたくだりで次のように語っているのです。
「その魚屋の親父（おやじ）が，戦前には仕出し料理人をかねていた。
わたしが小学校に入るあたりまでのことで，当時は若い衆を何人か使っ
て，羽振りのよい魚屋だった。家は大田区大森の海寄りにあったが，線
路を越えて大森の西側は台地で，そこは大きなお屋敷がならんでいた。
父親はその屋敷街にたくさんのお得意を持っていて，高級な魚を毎日届
けるという商売をしていた。そして，注文があると，仕出し料理を作っ
た。家の裏には小さな庭があって，庭に面した縁側には料理用の大きな
レンガづくりの火鉢もあった。そのころの仕出しというと，鯛の尾頭
(おかしら）がつきもので，その鯛は，庭に長い溝を掘って焼く。串ざ
しにした鯛の尾や鰭には，たっぷりと塩をぬる。そうすると尾も鰭もこ
げずにピンと立つ。
……この，溝を掘って炭をおこして魚を焼くという方法だけは，子ど
も心にも鮮やかにおぼえている。というのはそこで生まれてはじめて
"地息，，（じいき）という言葉を父親（おやじ）から教えられたからだっ
た。縁側にあんなに大きな火鉢があるのに，どうして庭で焼くのか，と
少年のわたしはたずねた。掘り上げた土には，みみずが這い出ていた。
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‘`こうして焼くとな，いい塩梅に地息化いき）があがって，魚がこ
げずにうまく焼けるのだ，，
父親はそう答えながら，掘った溝の淵にむけて，指で水をはじく。真
っ赤に燃える炭火の火勢（かせい）で，両側の湿り気のある士から，か
すかに蒸気のようなものがあがる。それを父親は地が息をするのだとい
う。その地息が，大きな鯛を蒸すから，表面がこげずに芯まで焼くこと
ができるのだと教えた。
実際に，父親の焼いた鯛は，ピンク色の肌を変えることなく焼きあが
っていて少年のわたしは，地息の効用を信じないわけにはゆかなかっ
た」
魚信が，蘇峰の山王草堂のような“大きなお屋敷，，を得意先に持ちえた
理由は，上の引用から十分明らかであろうと思われます。地息を利用して
鯛を焼くと，鯛の皮が破れないために鯛の“うまみ”を内部に封じ込める
ことができるだけでなく，焼き過ぎて肉まで焦がしてしまうこともない
し，塩とあいまって鯛の美しい皮と容姿を維持することができるのです。
こんな話を聞いていると，思わず生唾が出てきてしまって，地息で焼いた
鯛を無性に食べたくなってしまうのではないでしょうか。
魚信の信吉さんが，鯛の尾頭付きを焼く時に使っていた風変りな調理法
一地息を利用した溝焼き（みぞやき）とでもここでは名づけておくこと
にします－は，江戸の初期から行われてきている伝来の調理法であった
ようです。小関さんは，父親がやっていた風変りな鯛の塩焼き法につい
て，ノンフィクション作家の元祖といわれている井原西鶴の遺稿集Ⅱの
『西鶴織止Ⅲ初版元禄七年）を読んでいる時に，西鶴が『織止』の中に書
き残していることを発見したのです。西鶴の浮世草紙からさえも，職人の
熟練や物作りの技術に関する言及や思想を読み取ってくる小関さんの読書
力には，まったく脱帽せざるをえません。
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「西鶴織止』の巻の四に，「諸国の人を見知るは伊勢」と題して，伊勢詣
に関する面白い話が紹介されています。周知のように伊勢詣は，全国に散
在した信者の集団である伊勢講をバックにして行われて来ました。伊勢講
をバックにして集団参詣の旅に出る人々の世話焼きをしていたのが，有名
な伊勢の御師（おし）－ただし伊勢では“おんし，，といっていたようで
す－といわれる人々でした。御師たちは，遠方からはるばる伊勢神宮を
お参りするために一生に一度の旅に出て行く人々に対して，心のこもった
もてなしをしました。伊勢神宮の御師たちは，伊勢湾で獲れる鯛や伊勢海
老などの高級な魚介類を，惜しげもなく参詣客の食膳に供したといわれて
います。
しかし伊勢講で集団参詣する人の数が，あまりにも多かったために，宿
を経営する御師にとって，お料理の準備が実に大変であったようです。
｢西鶴織止』には，2000人の宿泊客を同時にもてなすために，大変苦労を
する御師の話がでてまいります。西鶴は，伊勢講で参詣にきた2000人もの
人々の料理を，短時間で一気に大量に作ってしまう御師の宿に，非常な興
味を寄せていたようです。
西鶴は，鯛の塩焼きといえば伝統的には，大きな火鉢に金網をのせ金網
の上で魚をあぶって焼く方法と，小関さんのお父さんがやっていた，例の
地息を利用した溝焼きの二通りの方法があるのだが，伊勢ではこれとはま
ったく異なる別のやり方で鯛を焼いている，と指摘しています。伊勢では
まず，大きな四角の旅（ざる）に並べられた鯛を，煮立った湯につけて茄
でてしまい，策を挙げて水を切った後に平たい板に並べて，左官屋が使う
鰻にて）のような物を火で灸っておいて，鰻を鯛にギュッと押し付けて
焦げ目をつけ，あたかも炭火で焼いたかのような格好にして食膳に出すと
いうのです。西鶴は，“伊勢では鯛は片方しか焼いていない，，と述べてい
ます。
178 
小関さんは，御師が経営する伊勢の講中宿で行われている鯛の“塩焼”
法を“伊勢の片焼，，と呼び，“片焼”の技術についてこんな感想を述べて
います。
「これを（『西鶴織止｣）読んだ当初，わたしは“味もへったくれもな
いな，，と失望が先に立った。……
しかし，」思い返してみれば，伊勢の片焼と湯どり飯は，まさに現代の
大量生産方式による仕出し弁当の，分業化・専業化のはしりであった。
いまから三百年もの昔，伊勢の講中宿では，すでにこのようにして，料
理の大量生産が行われていたということにこそ，注目すべきであった」
小関さんは，伊勢の片焼に対して最初は，拒絶反応に近い感想を抱いた
のですが，後に父親がやっていた“地息を利用した溝焼き”に関する小説
を書き進めているうちに，考えが変わっていったと述べています。
〔注〕なお，伊勢の片焼きについて，わたくしは地元の八王子で鮮魚の
仕出し屋をやっている友人に尋ねたところ，片焼きで焼いた鯛も非常に美
味で，溝焼きにけっして劣らないという。
小関さんは，自らを旋盤職人といい，最近出版した物作りに関する書物
にも『職人学』とうタイトルを付けています。職人が身につけている驚嘆
すべき見事な“手わざ”と“智恵”に対して，小関さんは限りない愛着を
感じ，深い尊敬の念を抱いているように思われます。職人に対する深い情
愛の念は，実は，小関さんが少年時代に父親の背中を見て感じ取った`情感
から来ているのではあるまいか，とわたくしは推測しています。
小関さんが書いた本の中で，将来労働史の古典として高い評価を受ける
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ことになるであろうと思われる本は，いうまでもなく『鉄を削る－町工場
の技術』（1985年，太郎次郎社）という本です。この本の主題は，ＭＥ
(マイクロエレクトロ）革命の結果，機械工業において熟練工は不要にな
るであろうという，いわゆる“熟練消滅論，，に対する反論として書かれま
した。旧式旋盤の熟練工（旋盤工）として育てられた青年の小関さんが，
中年になってＭＥ（マイクロエレクトロ）革命という技術革新の大波に巻
き込まれ，不安と焦燥にさいなまれながらも，なんとか新技術に適応して
ＮＣ旋盤工に転換をしました。転換はしたものの，小関さんは一時期，
"熟練工として生きる”プライドを失いかけていました。
不安と焦燥に悩まされていたころのことを，『鉄を削る』の最後の章で，
小関さんはこんな風に書いています。
「やがて二十年も前のことになるからわたしはまだ三十代の頃のこと
だが，それまでずっと続けていた旋盤工の生活をすっぱりとやめにした
いと思い続けたことがあった。そのころいちばん眼の前にちらついたの
は日本料理の板前だった。父親が魚屋で，板前としての腕もあった。戦
後は，その腕を発揮することもなく，寂しく死んだ。そんな頃だったか
ら，旋盤のハンドルを握りながら感傷的な気分にひたる日が多かったの
だろう。親の血はひいても，わたしは台所に立つのはⅢ洗いだけで，料
理に腕をふるうということはなかった。･･･…
“私を思い出して下さい。ビアでございます。シエナで生まれました
マレンマで死にました，，
その頃読んだ大岡昇平の小説「花影』のエピグラムに引用されていた
ダンテの詩の一節が，わたしの胸につかえていた。ビアは女性だが，わ
たしもまた，大森で生まれました，大森で死にました，としか語れぬ人
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生を送るのかとという不安があった。アル中だった父親の死が，そんな
思いを呼んだ｡」
小関さんにとって,人生とは,仕事をし続けること仕事そのものなのであ
って，それ以外の何物でもないのです。従って人が，仕事に誇りを持てな
くなったり，あるいは仕事に打ち込めなくなってしまった時，その時人は
生ける屍となってしまう他ないのです。小関さんが，アル中で亡くなって
しまった父親の人生全体から感じ取った教訓は，実は，そういうことだっ
たのではないでしょう。
〔Ｂ〕旋盤工になったいきさつ
小関さんは，地元大森の入新井小学校を1945年３月に卒業した後，父親
から‘`これからは工業の時代だから工業学校に行け”と薦められて，品川
区の鮫洲にあった都立電機工業学校に入学しました。この終戦の年の春
は，父親の小関信吉さんにとって大変多忙な時でありましたが，信吉さん
一家にとって希望に胸が膨らむ楽しい季節であったともいえます。鮮魚・
仕出し屋“魚信”の店をたたんで，金属加工用の帯鋸（おぴのこぎり）
－通称おびのこ－製造業に転業した信吉さんは，苦心』惨`膳の末ようや
く自前の町工場がもてるまでになったのでした。信吉さんは，４０歳にもな
って森ケ崎にあった更新工業所に通いながら見習工として帯鋸製造の仕事
を憶えたわけですから，その苦労のほどが偲ばれます。大変な努力家であ
った信吉さんの，戦後の失意の生活を思うと，わたくしは目頭が熱くなる
のを禁じることができません。信吉さんは，５月の末には新工場の創業式
を挙行して，６月にはいよいよ町工場の“社長，，におさまる予定だったの
です。
こんな時期でしたから，悴の小関さんの将来について信吉さんが，息子
が将来機械か電気のエンジニアになってくれることを強く期待していたに
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ちがいないのです。
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「"これからは工業の時代だ，’一小学校を卒業したわたしは，親父の
ひとことで，東京都立電機工業学校に入った。普通の中学ではなく工業
をすすめたのは，すでにそのころ旧制高校に進んでいた兄とちがって，
わたしはわが家では“ウド，，の大木と呼ばれたくらい通信簿が乙（アヒ
ル）の行列だったせいもあろう。しかし後の叔母の話だと，それを強く
主張したのが質屋の叔父だというから，やはり時代がそうさせたという
ことになる」（｢働くことは生きること」４６頁）
昭和20年４月に東京都立電機工業学校に入学した小関少年は，中学と高
校の６年間を鮫洲の学校で過ごし，順調に進級して昭和26年３月に卒業致
します。この中学・高校時代の６年間は，小関少年個人にとってちょうど
子供が大人に成長していく思春期にあたりますので，旧制高校風の文学的
な表現を使うと，人生における“疾風怒濤,,（シュトルム・ウント・ドラン
ク）の時期であっただけでなく，長い日本の歴史において日本人が始めて
体験する，敗戦と異民族支配の異常な時代であったわけですから，歴史的
にも“疾風怒濤，，の時代であったといえるわけです。この６年間を回想し
て，小関さんは「ポンセンベイの六年間」と表現しています。
「のちに思い返せば，その後の二十年三十年にも匹敵するような経験
を，わたしもまたその六年間にした。それを思い出してみれば，当時流
行（はや）ったポンセンベイに似ている。……ひと匙の米やとうもろこ
しが，赤ん坊の顔ほどもある大きなセンベイにふくらんだ。」思い出とい
うものは，ポンセンベイに似ていくらでもふくらむ」（『大森界隈職人往
来』，７２頁）
八王子の田舎で育って，昭和24年の４月に小学校に入学したわたくしに
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も，“ポンセンベイ，，なるお菓子を食べた記|意はまったくありません。も
しかしたらこのお菓子は，東京の下町でのみ売られていたお菓子だったの
ではないでしょうか。小関さんにとって，この疾風怒濤の６年間の思い出
は，想像力次第でポンセンベイのようにいくらでも大きく膨らんでいく，
記憶と追’億の宝庫だったのでしょう。
鮫洲で６年間の学校生活を終えると，小関青年は，社長と旋盤工が２人
しかいない小さな小さな町工場“北村製作所，，に見習工として就職し，旋
盤工としてのキャリアを歩み始めます。それから51年間小関さんは，勤め
先は何度か変わりましたが，“大森界隈”から一歩も外へ出ることもなく，
町工場の旋盤工として黙々と腕を磨き，新技術のＮＣ工作機械をマスタ
ーし，６９歳で引退してからもなお，旋盤工のマイスター（旋盤師）として
若者たちに職人学を教え続けているのです。旋盤師・小関智弘は，高校を
卒業した18歳の時に，何ゆえに何を思って旋盤工の道を選択したのでしょ
うか。労働倫理学の学徒にとって，これほど興味深いテーマに出くわすこ
とはめったにない，といってよいほどこのテーマには深さと奥行きがある
のです。
小関青年が，旋盤工の道を選択した背景と理由を探るために，この問題
を三つの側面から見ていく必要があるように思われます。三つの側面と
は，（１）実家の経済的窮乏，（Ⅱ)大好きだった鉄の火造り，（IⅡ)戦後労働
運動の息吹，にほかなりません。以上の三点について検討を加えていきた
いとおもいます。まず順を追って，（１）から調べていくことに致しましょ
フ。
〔Ｉ〕実家の経済的窮乏
前述した通り，小関信吉さんが立ち上げた新工場は，昭和20年５月29日
に京浜工業地帯を襲った大空襲によって，創業式が終えた直後に灰になっ
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てしまいました。工場だけでなく隣接して建てられていた住居の方も，全
焼してしまいました。信吉さんは，一瞬のうちに全財産を失ってしまった
のです。
何度も何度も召集令状（赤紙）をもらって出兵した信吉さんでしたが，
戦死も戦病死もせずにともかく無事に復員できたのは，不幸中の幸いであ
ったといってよいでしょう。しかし家と工場とすべての財産を失ってしま
った今，育ち盛りの子供を４人~小関さんは次男一も抱えて，どうや
って暮らしていったらよいのでしょうか。
やがて水産物の統制が解除になるまで，信吉さんは，戦時中に身につけ
た帯鋸製造の技術を生かして，鋸の目立修理などの仕事で“食いつなぐ，，
ことになりました。家は，焼け跡に残された廃材とトタンを使って再建さ
れましたが，バラック建てのみすぼらしい応急住宅に過ぎませんでした。
「昭和二十年の春，戦火ですべての財産を失ったわたしの親父は，焼
跡の整理もできぬまま入隊させられたが，戦地にいかぬうちに敗戦を迎
えたので，秋には家に戻ることができた。焼跡や強制疎開の跡地からか
き集めた材木とトタン板で，急ごしらえのバラックを建てたのは，冬を
迎える前だった。トタン板は釘穴だらけだったし，並びの悪い古材木は
隙間だらけだったから，冬が来ると風は容赦なく吹き込んだ」（『大森界
隈職人往来』，７２頁）
森ケ崎と大井町にあった帯鋸の目立工場の多くは，戦災にあって廃業を
余儀なくされていました。戦後生まれた小さな小さな帯鋸目立修理の市場
を利用して，信吉さんはなんとか一家の家計を支えていくことができたの
です。
「だから，わたしの親父は，かろうじて一家の生計を立てるくらいの
仕事にありついて，戦後の数年間，バラックの横の小さな仕事場で，チ
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ツチッと小さな火花を散らし続けることができたのだった。やがて，魚
類の販売が自由になり，道路に面したバラックの一部を壊して小さな魚
屋の店を出す日までそれは続いた」（『大森界隈職人往来」７５頁）
信吉さんは，水産物の統制が解除されるや否や直ちに魚屋に復帰し，家
計の立て直しに努めたのですが，鮮魚仕出しで有名であった“魚信，，時代
の看板を取り戻すことはもはやできませんでした。文化人，将校，政治
家，実業家などが多数住んでいた“お屋敷町，，の山王や馬込には，もは
や，魚信に高級魚の仕出しを注文してくれる人は住んでおりませんでした
ので，戦後の魚信は戦前の魚信のようにはいかなくなってしまったので
す。従って，バラック建ての住宅を建て直す余裕もまた，生み出すことが
できませんでした。信吉さんは，ムシャクシャした気分をだんだんと酒に
頼って発散していかざるを得なくなりました。家計の再建どころではなく
なってしまいました。
小関さんが高校を卒業した昭和26年の３月頃は，小関家の生活窮乏の度
合がピークに達していたのではないかと想像されます。小関さんのお兄さ
んは，大学生でしたが学生結婚をしていて，すでに夫婦養子になって小関
家を出てしまっていました。小関家の経済を支えていく責任のすべてが，
小関さんの痩せてヒョロヒョロとした双肩にかけられていたのです。
「高校を卒業するとすぐに，町工場に入った。その年（昭和26年）の
二月，東京にめずらしいほどの大雪が降った。戦後六年という歳月は，
戦火をくぐった焼けトタンを朽ち果てさせていたから，吹雪いた雪は容
赦なくバラックを襲い，朝起きると蒲団の上までも雪が白く積もってい
た。
道行く人が足を止めて，“まだ東京にもこんな家が残っているのね，,
という声を，バラックのなかで息をひそめて聞いて以来，わたしは大学
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進学を諦めていたが，蒲団に積もった雪が，その決意を強くさせた」
(『働くことは生きること」５０～51頁）
信吉さんは，息子の小関さんを，エンジニアにしたかったのではないで
しょうか。自分は魚屋で一生を終えるが，“これからは工業の時代，，にな
るから息子は工業学校へ進学しろと奨めた信吉さんの眼力は，決して節穴
とはいえません。むしろその鋭い先見の明には驚かされます。戦後の日本
経済は，機械工業を中心にして発展していきますが，輸送用機械，電気機
械，一般機械など，いずれの分野においても，日本の企業は競争力におい
て世界トップの座を占めるまでに発展しました。ところが，戦後日本のめ
ざましい経済発展の種は，実は戦時に蒔かれていたのです。戦時の封鎖経
済のもとで，日本の企業はあらゆる工業製品を自給せざるをえなくなりま
した。戦時の日本は，経済的資源の大部分を軍需生産に投入しましたの
で，日本の産業構造はアッという間に，繊維産業などの軽工業中心の経済
から造船業などの重工業中心の経済に転換してしまっていたのです。
この変化を敏感に感じ取って，いち早く機械工業に転業することができ
たのは，大森・蒲田に住んでいた人々だったといってよいでしょう。かれ
らは，川崎から品川にかけての一帯が，農漁村から工業地域に急速に変貌
していく過程を，日々その眼で実見していたわけです。信吉さんの眼はま
ったく曇ってはいませんでした。戦後10年くらいたってもなお，日本の経
済学者の多くは，日本経済は徳川封建時代と大差ない遅れた半封建経済に
過ぎないなどといっていたのです。信吉さんは，経済学者よりもはるかに
的確に日本経済の先行きを読んでいたといえるでしょう。
しかし，次男坊の小関さんを大学に行かせてやれなかったのは，信吉さ
んにとって，大変につらいことでした。
｢"たのむから大学にだけは行ってくれ。俺がなんとかするから，，
186 
親父はそう言ったが，どうにもならないことはわかっていた。兄は，大
学在学中に結婚して，夫婦養子というかたちで家を出ていた。兄の勝手
を許した手前，親父はわたしに働いてくれとは言いにくかったのだろ
う。
“なんの財産も残してやれない代わりに，学問だけは身につけさせて
やりたいと思っていたのIこよぉ'’一父親はそう言うと，店の隅で包丁
を研ぎはじめた。つらいことがあると，包丁を研ぐのが親父の癖だっ
た。出刃包丁や刺身包丁を並べて，背をかがめて研ぎ続ける親父を見る
のは，こちらもつらかった」（｢働くことは生きること」５２頁）
小関さんは，実家の経済的窮迫を打開するために，大学進学をキッパリ
と断念して，町工場に就職していくのですが，自伝的な回想記を読む限
り，大学に行けなかったことに関して小関さんは不思議なことに，ドロッ
プ･アウトの暗さや挫折感のようなものをまったく表に現しておりません。
逆に小関さんは意気揚揚と，たった３人しかいない町工場に就職していく
のです。この明るさは，一体何なのでしょうか。本当は内にこもった怨念
のようなものがあったにも拘らず，自伝的な回想記においてはそれを意図
的に伏して，表現しなかったのでしょうか。実はこの点を解明することが
できれば，旋盤師･小関智弘生誕の秘密を解くことができるのではないか，
とわたくしには思われるのです。
〔Ⅱ〕大好きだった鉄の火造り
人が職業を選択しようとする時，一体何を基準にして選択を行うのでし
ょうか。心の中でどんな計算をしながら，職業選択を行っているのでしょ
うか。わたくしは，人が職業を選択するにあたって，だいたい以下に述べ
る三点を考慮に入れるのではないであろうかと考えてきました。
【人が仕事の選択に当って考慮すること】
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(1)その仕事が自分に向いているのかどうか？（向き・不向き）
(2)その仕事を社会がどう評価しているのか？（かっこがよい仕事なの
かどうか）
(3)その仕事の安定性と報酬はどの程度なのか？（この仕事で食べてい
けるだろうか）
(1)の仕事の向き・不向きの問題は，これまで主に人的資源の配分におけ
る“適材適所”の問題一人と仕事のMatchingの問題一として論じら
れてきましたが，別の角度から眺めてみますと，心理学者のＡＨ･マズロ
ーが展開した自己実現理論における“自己実現欲求，，と仕事との整合性の
問題に相当する，と考えることもできるでしょう。ところで18歳の小関青
年は，心の中でどんな計算をしながら，町工場の旋盤工になったのでしょ
うか。
小関さんは，高校を卒業した昭和26年の３月末に，京浜急行の北馬場駅
(この駅は現在は存在しません）に張ってあった，“工員募集。旋盤工，見
習工。履歴書持参。待遇委細面談，，と書かれた募集広告を見て，迷うこと
なくまつすぐに，募集広告の出し手の町工場~北村製作所一に履歴書
を持参して訪ねます。小関さんは，なぜ大企業ではなく小さな町工場を勤
め先として選んだのでしょうか。機械工の仕事と－口にいっても，その中
には，板金，プレス，仕上げ，研磨など，さまざまな職種が存在します。
その多様な職種の中から，小関さんは，旋盤工の道を何故に選択したので
しょうか。どうして，多くの人が憧れていた大企業に応募しなかったので
しょうか。
小関さんは，在学中に校名が東京都立大学付属工業高校と変わってしま
いましたが，前身が鮫洲高校という，終戦直後の混乱期にたくさん設立さ
れたいわゆる総合制高校の出身でした。総合制高校であった鮫洲高校に
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|土，工業科と普通科の二科が設置されていました。小関さんは，高校生の
ころから文学青年でしたので，高校時代の３年間は文芸部に所属していま
した。そのことから考えてもわかる通り，高校生の小関さんは，実は工業
科はあまり好きになれなかったために，父親の期待に反して，普通科の方
を選択してしまっていたのです。普通科の卒業予定者の多くは大学進学を
目指していましたが，大学に進学できなかった就職組の者の多くは，デパ
ートの店員などのサービス産業分野に就職していったと言われています。
それに対して工業科の卒業予定者は，学校推薦で民間の大企業~東京瓦
斯電気，日本特殊鋼，東京計器，東芝などの鉾々たる大企業の工場が，品
川，大井，大森に集中していた－に就職することが比較的容易にできた
のですが，普通科の卒業予定者に対して学校はそのようなサービスをして
くれませんでした。普通科の生徒たちは，自分勝手に就職口を探してこ
い，というわけです。
小関さんは，普通科の卒業生の中でたった－人，旋盤工募集の広告に引
かれて町工場を訪れ，本当に小さな町工場に過ぎなかった北村製作所に就
職したのです。社長の北村さんは，小関さんの将来のことを心配して，こ
んなことを言っていたそうです。
北村さんは，「お前，ほんとうにこんな工場で働いてみる気なのか。
お父さんやお母さんもちゃんと承知しているんだろうな」と，何度も念
を押した。
高校卒業と同時に就職しなければならなかった小関さんも，本当は大学
生であったお兄さんにならって，なんとかして大学に進学したかったに違
いありません。しかし実家の経済的状況は，とうてい大学進学を許してく
れるような状態にはありませんでした。一刻も早くバラック建ての住居を
建て直すことが，小関さんの切なる願いだったわけです。そうであれば，
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賃金や福利厚生面で恵まれた状況にある大企業に就職するにこしたことは
なかったわけです。しかし残念なことに，当時普通科出身者には大企業へ
の雇用機会は開かれておりませんでした。小関さんは，大企業への就職を
早々と断念して，町工場に就職先を求めざるをえませんでした。
しかし，しかしながら，さりながら，たった３人で細々とやっている町
工場の北村製作所に，見習工として就職していった小関さんの未来は，不
透明というよりも真っ暗だったのではないでしょうか。もしも今日，息子
が小関さんのような就職の仕方をしたとしたら，その子の親はどのような
反応を示すでしょうか。失望と絶望以外の反応が，はたしてありえるので
しょうか。だが，小関さん自身はもとよりのこと，小関さんの両親も兄弟
も、未来に希望を失うどころか，実に明るく，落ち込んだところなどのま
ったくない，元気一杯の出で立ちで，経済的な貧窮との戦いに挑んでいっ
たのです。この明るさと楽天主義は，一体何なのでしょうか。何が小関青
年に，生きる力と希望を与えていたのでしょうか。
わたくしは，小関青年を励まし勇気付けていたものが何であったのかに
ついて，以下のような二つの理由を考えているのですが，いかがなもので
しょうか。
（１）１８歳の小関青年が，壊れかかったバラック建ての実家の家を建て直
すために，町工場で一心不乱に働いている姿を想像してみて下さい。小関
さんには，両親だけでなく，妹と弟もいました。戦災で家を焼失して以
来，五人の家族が暮らしていける住宅を確保することが，小関家の差し迫
った課題であったわけですが，お父さんは，再開した魚屋が振わないため
に気落ちして酒に溺れるようになってしまいましたので，住宅の再建どこ
ろではなくなり，小関家はズルズルと貧窮の底に落ち込み始めてさえいた
のです。小関さんは18歳の時に，これらの苦労のすべてをおふくろさんと
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ともに肩に背負って，生きていく決心をしたのです。
苦労人という言葉がありますが，いうまでもなく小関さんは苦労人中の
苦労人の一人であったといえるでしょう。しかし考えようによっては，苦
労人ほど幸福な人はこの世にはいないのです。苦労人は，他者のために自
己犠牲を厭わない人ですから，こういう人を神が見捨ててしまうことはあ
りえませんので，苦労人は，聖人にもっとも近い人といえるのです。
イエスと同時代に活躍したユダヤ教の大ラビ，ラビ・ヒーレルは，ユダ
ヤ教徒の同胞に対して、次のような問を発したと言われています。
ラビ・ヒーレルの問
(1)もしも私が，自分自身のためにしないならば，誰が私のためにする
のか。
(2)もしも私が，他の人のためにしないならば，私とは何者なのか。
(3)今がその時でないならば，いつがその時なのか。
小関さんは，若くして家計支持者の役割を負わされてしまいました。こ
れは若者にとっては，大変辛いことだったしよう。しかし，家族を支えて
いくために払わねばならない犠牲は，それがどんなに辛いことであろうと
も，耐えていけるものなのではないでしょうか。人間の持てる力はたかが
知れていて微力であるが故に，人から頼りにされたり，あるいは人を危急
から救いだしたりした場合に，生きていることに充実感を感じ，自らの生
き方に強い自信を抱けるようになるのではないでしょうか。ラビ・ヒーレ
ルが言っている通り，人間は他人のために存在することを通じて自らのア
イデンティティーを確認することができるのであって，他者との関係にお
いてのみ存在することができる存在なのです。その点は，人間社会におい
て言語が果たしている役割を考えてみれば，明らかなのではないでしょう
か。
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小関家は間もなく，バラック建てのポロ家を親切な大工の棟梁さんの配
慮によって，月賦払いで建て直すことができるようになりました。その月
賦払いの住宅ローンを，小関さんはたったの二年間で，しかもほとんど独
力で完済してしまいました。工場から帰ってから，小学生の家庭教師のア
ルバイトなどをやりながら，必死で日銭を稼いでローンの返済にあてたの
だそうです。ローンを返済し終わった時，小関さんはまだ二十歳を超えた
ばかりの青年でした。エネルギーに満ちた疲れを知らない青年期の若さ
が，この快挙を成し遂げることを可能にした要因であったことは否定でき
ません。しかし，小関青年の強烈な使命感がなければ，ポロ家の再建はで
きなかったのではないでしょうか。
（２）小関さんが，最初の就職先として小さな町工場を選び，職種として
旋盤工を選択したのは，偶然などでは決してなく深い理由があってのこと
だったに違いないと，わたくしには思われます。お父さんの信吉さんはも
とよりのこと小関さん自身も，キャリアの選択に際してまことに慎重であ
りました。町工場と旋盤工を選んだ小関さんの選択は，熟練機械工のキャ
リアをめざす者にとって，実はベストに近い選択であったといってよいで
しょう。小関青年は，かなり早熟な青年であっただけでなく，キャリア・
コースの設定においてまことにしたたかであったように思われます。
職業選択の進路を誤らないためには，“仕事の世界，，に関して生きた,情
報を豊富に得ておかねばなりません。今日，高校や大学を卒業した若者の
多くが，定職に就こうと努力することをせず，アルバイトで日銭を稼ぎな
がらその日暮らしをしているようです。いわゆるフリーターが400万人以
上もいるといわれていますが，日本の若者が，こんな悲`惨を状況に追い込
まれてしまった理由として，我が国の教育制度が抱えている深刻な欠陥
とりわけキャリア・デザイン教育の欠如を指摘しておかなければなりませ
ん。戦前の日本は，６～８年の初等教育を土台にして，その上に，社会に
出てからの“徒弟教育，,や“見習工教育”を積み上げることによって，キ
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ヤリア・コースを歩ませていく国民教育のシステムが，しっかりとできあ
がっていました。
機械工をめざそうとする若者は，まずなによりも町工場に生きる機械工
の世界に精通しなければなりません。自分がめざす仕事の世界に関して，
豊富な情報を有すれば有するほど，的確に進路を選択することが可能にな
るのです。小関さんは，昭和18年に小学校の５年生になり，昭和19年に６
年生になりました。小学校の５～６年生を，地元の大森海岸にあった入新
井小学校で過ごしましたので，小関少年は，京浜工業地帯の一角を占めて
いた“大森界隈”の軍需産業が，戦時中にすさまじい勢いで成長していっ
た姿を，身近に経験することができたのです。小関さんの家の近くには，
瓦斯電や日特の下請工場が密集しておりました。学校から帰宅するとお父
さんが，グラインダーに向かって金属を削る帯鋸の目立てをしていまし
た。このような町工場の密集する環境に育った小関さんは，将来旋盤工に
なるための教育を町の中で受けていたともいえるのです。
小関さんが，少年時代から青年時代にかけ町の人々から受けた感'情教育
は，以下の三点に要約することができるでしょう。
(1)熟練工（機械工）の賃金はかなり高いので，熟練工になればなんと
か食べていくことができる。
(2)熟練工になるには，町工場に入って親方に弟子入りし，７年間修行
した後最後に１年間お礼奉公をして，一人前の“職人”（＝熟練工）
として独立する。やがていつの日かに，親方または町工場の“社長，，
になる時がやってくるかもしれない。
(3)町工場の仕事，特に火床（ほど）で鉄を熔かして自由自在に変形さ
せたり，旋盤で円柱形を円錐形に切削したりγ絞りの技術を使って平
らな鉄板から洗面器を作ったりする仕事を珍しそうに興味Iこかられて
見物していた小関少年は，いつの間にか“鉄を削る，，（旋盤工の仕事）
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が大好きになってしまっていた。
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小関さんは，戦時経済下の労働者の生活について，こんなエピソードを
書き残しています。
「そのころ，町工場で一人前になるには，丁稚小僧と呼ばれる年季奉
公を勤めなければならなかった。のちにわたしと同じ町工場で＋年ほど
働いた藤井幸男さんは，昭和十年に十四歳で年季奉公に入り，徴兵検査
まで給料は十五円だったという。十五円は，わたしのおふくろが電球女
工をしていた大正六，七年ごろの賃金と同じで，それからさらに兵役ま
で，お礼奉公という名のもとに働かなければならなかったという。一人
前の職人と呼ばれるまでに，それだけの長時間の低賃金労働が要求され
たが，年季があけた昭和十六年には，月給が九十円にもなった。一人前
の大工が五十円の時代に，月によっては百円札の顔を拝むこともできた
という」（｢大森界隈」４４頁）
〔Ⅲ〕戦後労働運動の息吹
小関青年は，知的な文学青年であったが故に，中学生の頃から社会思想
に対して強い関心を抱いていました。昭和20年から26年までが小関さんの
中学・高校時代に相当するわけですが，この時期の日本は米軍の占領下に
あって，労働組合運動が怒涛のごとき高まりを見せただけでなく，社会党
が政権与党になるなど政治の激変を経験した時期でもありました。戦後民
主主義の息吹を満身に感じて育った小関青年は，当時の青年の多くがそう
であった様に，アッという間に左傾化していったとしても何の不思議もご
ざいませんでした。特に小関さんが住んでいた大田区は，戦後労働運動の
拠点ともいうべき京浜工業地帯の一角を占めていたわけですから，早熟な
文学青年であった小関青年が，労働運動の影響を受けないはずはないので
す。この時期に，日本鋼管の生産管理闘争をはじめとして数々の大労働争
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議が世情を騒然ときせ京浜工業地帯を震憾させていたのです。
左翼政治青年になった小関さんは，1950年代の前半に日本共産党の運動
に積極的に参加していきましたが，1955年の六全協以後はだんだんと共産
党との間に距離を置くようになっていったようです。わたくしは，小関さ
んの“町工場と旋盤工の世界，，を見る視角が，大きく変化をしていく時期
があることに気づいて，いささか興奮を覚えたことを記憶しています。
1960年代の中葉以後，小関さんは上から町工場で働く人々を見下ろすよう
なことを止めて，町工場の仲間たちと“同じ目線，，で世界を見るようにな
っていきました。小関さんの町工場巡礼記を読む上で、特に注目しなけれ
ばならない点は，小関さんの“町工場に働く人々”に対するイメージの変
化なのです。
高校を卒業して町工場に就職をした頃の小関さんは，「共産党宣言』の
あの有名な雄揮きわまりなき－節，「労働者は鉄鎖のほかに失うものは何
もない，彼らがえるものは全世界である。万国のプロレタリア，団結せ
よ！」に酔っていたのではないかと思われます。自らも参加した朝鮮戦争
下の政治運動について論じながら，小関さんはこんな感'懐を述べているの
です。
「学校の近くの工場の労働組合にも出入りした。レッド.パージされた
活動家たちから，“大学はどうする気だ”と聞かれると，ゴーリキーの
"わたしの大学，，を持ち出して，勉強なら監獄でもできる，なんて答え
ていた。そんなふうだから労働者になることに，ひそかに憧れていた」
(｢働くことは生きること」５２頁）
この時期に小関青年が抱いていた“労働者，,のイメージは，極端なまで
に観念的で社会科学的であり，おそらくマルクス主義文献に出てくる生硬
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な労働者イメージを一歩も出ていなかったといってよいのではないでしょ
うか。
後に小関さんは，マルクス主義文献に頼ってものを考えるのではなく，
自らの確かな経験と体験を踏まえつつ，自らの頭で独創的に考えていく自
立した知識人に変貌していきます。一切の予断を捨てて，働く人々の仕事
の世界に深く深く分け入ることによって，小関さんは前人未踏の職人学の
世界に辿りつきました。辿りついたその世界は，マルクス主義の水準をは
るかに越える，エベレスト山のような高い世界だったことはまちがいあり
ません。しかしこの点の検討は，次章以下で詳細に行う予定ですので，こ
れ以上の言及は控えたいと思います。
（2004年７月８日）
〔追記〕本号は，佐々木隆雄教授の退任記念号ですので，一言感懐を吐
露させていただきたいと思います。佐々木さんは，昭和42年３月に東大社
研の助手を終えられ，同年４月に法政大学経済学部の助教授に就任されま
した。わたくしは，２年後の昭和44年４月に，経済学部の一般助手に採用
され，以後35年間，佐々木さんと同じ職場で同じ釜の飯を食べてまいりま
した。
佐々木さんの助手終了論文「南北戦争以後のアメリカ鉄道建設とその経
済的意義-1860-1890年』（『社会科学研究」第18巻第５号，第６号）は，
今に至るまでわたくしのアメリカ経済を見る際の視角の役割をはたしてく
れています。佐々木ざんが主催されていたアメリカ経済研究会（馬場さ
ん，小野さん，春田さん，加藤さん，故志村さんなどが常連でした）は，
わたくしにとって最高の学習塾でありました。
チャンドラー『アメリカの鉄道」と佐々木さんの『アメリカ鉄道建設と
その経済的意義』は，アメリカのビジネスと労働を研究している者にとっ
て今も，必読の文献であると信じています。
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LaborWriterTomohiroKosekiandthe 
Machi-kohba'ｓWorld（Part４） 
SｕｓｕｍｕＨＡＧＩＷＡＲＡ 
《Abstract》
TomohiroKosekiisawell-knownlaborwriterwhohasbeenworking 
asaskilledmachinistforoverfortyyearsinTokyo・Ｈｅｈａｓｐｕｂｌｉｓｈｅｄ
ｍａｎｙｂｏｏｋｓｉｎｗｈｉｃｈthelifeandworkoffactoryworkersｉｎｓｍａＵ 
ｆａｃｔｏｒｉｅｓａｔＫａｍａｔａａｎｄＯｈｍｏriaredescribedveryvividlyandin 
depth・Thesepublicationscanberegardedasanexcellentcollectionof
laborhistorydocumentsinthepost-warJapan・
Thearticleattemptstodescribethecareerpatternsofskilledfactory 
workersinTokyobyutilizingtheKoseki，swritingsAsmallfactoryin 
towniscalled“machi-kohba',ｉｎJapanese・Thearticlefocusesupontow
specificpointsthatarecareer-patternsofmachi-kohbaworkersand 
theirskillformationprocesses・Thisarticlecoversthesecondsectionin
thesecondchapter． 
